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エアバス最新客室仕様「Airspace」の運航開始 
〜機能性と快適性を高め、客室品質のさらなる向上へ〜 

 
 

Peach Aviation株式会社（以下： Peach、代表取締役 CEO： 大橋 一成）は、2026年 3月 23日に

フランス・トゥールーズで受領したエアバス社の最新客室仕様「Airspace」搭載の新造機（エアバス

A320neo型機、機体記号：JA217P）を 4月 1日より運航します。*1 
 

 
 

Peach は、2023 年からお客さまの旅のプロセス全体を徹底的に分析し、あらゆるタッチポイントで

お客さまに安心・快適にご利用いただけるよう、品質向上に取り組んでいます。こうした取り組みの一環

として限られた機内空間を最大限に活用し、より上質な移動体験を提供すべく、エアバス社の最新の客室

仕様「Airspace」の導入を決定しました。 

 

今回導入した「Airspace」は、容量が約 60％拡大した収納棚「Airspace XL Bin」と、シーンに合わせて

最適化される「フル LED照明」が特長です。収納棚の設計を見直すことで、手荷物収納時の負担を軽減し

よりスムーズな機内導線をサポートします。搭乗・降機時の混雑緩和や定時運航を維持するとともに

お客さまへ心理的なゆとりと快適な機内環境を提供します。 

 
「フル LED照明」は搭乗・降機、上空でのサービス中など、場面に応じて 2パターンのライティング演出を

行います。落ち着いたなかにも変化を楽しめる、明るく温かみのある光の演出により、高い居住性を備えた

機内空間を実現しました。座席には、人間工学に基づき設計されたRECARO社製のプレリクライニング

シートを採用しました。背もたれを改良することで、膝周りの空間を効率的に確保し、シート素材には

環境負荷低減に配慮しながらも、本革のような上質な質感を実現した次世代素材を使用しています。

RECARO 社ならではの優れた耐久性とフィット感を両立させ、環境への優しさと心地よい機内体験を

提供します。 

 

さらに、Peachが保有するエアバス A320neoとして初めて、座席には USB Type-Aと Type-Cがセットに

なった電源ポートを完備し、現代の旅のスタイルに寄り添うアップデートを行いました。 



  

「Airspace」を導入した新造機（JA217P）は、4月 1日の MM105 大阪（関西）8:40発－札幌（新千歳）

10:40着より運航を開始する予定です。*1また、本機材の就航を記念して、JA217Pにご搭乗いただいた

お客さまには、機内にて記念ステッカーを配布いたします。*2 

 
機内設備の詳細は次項をご覧ください。 

 

Peach は、今後も「愛あるフライトを、すべての人に。」のビジョンのもと、今回新たに導入した

「Airspace」をはじめとする機内環境の改善に向けた取り組みを通じ、すべてのお客さまに安心で快適な

旅をお届けできるよう、さらなる品質向上に努めてまいります。 

 
*1 運航状況により運航開始日が変更になる可能性がございます 

*2 数量限定のため、なくなり次第終了となります。また運航状況等により配布を行わない場合もございます 

 
 

＜「Airspace」の設備について＞ 

 

特設ページ  ： https://www.flypeach.com/lm/ai/inflights/airspace ※4月 1日公開予定 

機材     ： Airbus A320neo（機体記号： JA217P） 

運航開始日 ： 4月 1日（運航状況により変更になる可能性がございます） 
 

フル LED照明（メイン画像ご参照） 

搭乗・降機、上空でのサービス中など、場面に応じて 2パターンのライティングを演出します。 

 
 

「Airspace XL Bin」 

容量が約 60％拡大した収納棚「Airspace XL Bin」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

USBポート（Type-A Type-C） 

幅広いデバイスに対応可能な USB ポートが窓側・中央・

通路側、どの席からでも使用可能です。スマホやタブレットの

充電切れを気にせずお過ごしいただけます。 

 
 
 
 
 
人間工学に基づき設計された RECARO社製の 

プレリクライニングシートを採用 

背もたれを改良することで、膝周りの空間を効率的に確保し

シート素材には、環境負荷低減に配慮しながらも、本革の

ような上質な質感を実現した次世代素材を使用しています。 

 
 
 
 

https://www.flypeach.com/lm/ai/inflights/airspace


 

 

 
温かみのある機内空間 

機内に入った瞬間から温もりを感じていただくため、エントランスの

床には木目調を採用しました。客室全体は、圧迫感のない白と

落ち着いたグレーで統一し、シートのステッチやカーペットには

Peach らしい温かみのあるピンクをさりげなく効かせることで

シンプルながらも温かみを感じる機内空間を実現しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
柔らかなステッチが施されたシートデザインで 

上質な機内を演出 

機内空間に、温もりのアクセントを。今回導入したシートデザインは

グレーのベースにピンクのステッチが映えるこだわりの仕様

です。カーペットのラインともカラーを統一し、Peachらしい遊び心と

優しさを両立しています。 
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Peach について（www.flypeach.com） 

Peach は新千歳、成田、中部、関西、福岡、那覇の 6 空港を拠点とし、国内線 25 路線、国際線 15 路線に就航しています。

また、2025 年 4 月 10 日より、大阪（関西）、名古屋（中部）－ソウル（金浦）線に就航し、国際線ネットワークがさらに充実

しました。大阪からは 2026 年 2 月にさらに増便し、大阪（関西）－ソウル（金浦・仁川）線は 1 日最大 8 往復となります。

加えて、2026 年 1 月 1 日から東京（成田）－台北（桃園）線を 1 日 3 往復へ増便し、旅の選択肢がいっそう広がりました。

Peach は引き続き、安全を最優先に基本品質を追求し、より多くのお客さまに愛される航空会社を目指してまいります。 

 

http://www.flypeach.com/

